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- 修士課程を通じて、北欧やイタリアの建築への理解を深め、 その中で、 装飾と都市の結びつき、 長年に渡っ
て受け継がれてきた〈装飾〉の価値の重さを強く認識した。
　卒業論文で取り上げた、フィンランドの近代建築家エリック・ブリュッグマン(Erik Bryggman / 1891-1955 )の建築は、 柔らかい光と影を創り

出す浅彫りのレリーフなど、繊細な装飾で満たされている。 ブリュッグマンの〈装飾〉が、同世代に活躍した友人であるアアルトの建築と斯くもかけ

離れているのは、ブリュッグマンの建築がトゥルクというフィンランドにおいてもスウェーデン文化圏の街に建っていることに起因する。ブリュッグ

マンを含め住人の半数がスウェーデン語話者であり、スカンジナビアの柔らかい雰囲気により親近感を抱かせるブリュッグマンの装飾はトゥルク

という街でこそ生まれるものであった。

　またイタリアのヴェネチアへの留学では、 装飾に日々街角で出会い、 人々の日常に溶け込んだ豊かな表現に魅了された。 街の中心の建築が

モザイクで装飾されたビザンチン聖堂であるのは、東ローマ帝国やその総督府が置かれた内陸の街ラヴェンナとの関係性に起因し、海を想起さ

せる装飾は大航海時代の海運都市の表徴である。それらの装飾は、ヴェネチアの歴史の表出であり、同時に現代のヴェネチアをも作り上げている。

- 装飾は〈土地の意味〉を表出する、と考える。

　装飾は、長い建築思想の変遷の中で度々言及されてきた. 近代になると, 装飾の概念的な本質が追求され, 様々な位相で, いく
つもの定義, 評価, 解釈, 換言が行われた.著名な論考を挙げるだけでも枚挙にいとまがなく, 連鎖する思想の変遷において, 本質
的な要素として作用している. 
　現代において装飾を扱うにあたり、まず〈装飾の思想史〉を俯瞰的に整理し、再考を試みた.

表徴 身体痕跡
街角のレリーフが
サンマルコの象徴だと分かっている.

机に自分がこぼしたコーヒーのシミは、
自分には訳が分かる.

幼児は成長し、自分で登れるようになって初
めて「階段」の意味を認識する.

　〈装飾の思想史〉の整理を通して、「表徴」という装飾の定義が、いわゆるレリーフなどの実体としての装飾
の解釈を抜け出して、「痕跡」「身体」といった概念に展開することを捉えた。
　つまり、ある価値観を共有している人々が共通の意味を見出す「表徴」としての装飾に対して、
そういった価値観は、自分の行為や身体経験を通して身に着けていくものである、という展開である。
これらのキーワードの相関関係から次のように装飾を再考した。

人には、それぞれの〈見えるもの〉と〈見えないもの〉がある.
この表現は、視覚的に見える見えない、という意味ではない.

〈見えるもの〉とは、人がなにかしらの〈意味〉を見出し、意識の図として浮かび上がったもの.
〈見えないもの〉とは、〈見えるもの〉以外、すなわち地となって埋もれているもの.

〈見えないもの〉を〈見えるもの〉に「押し上げる力線」が、装飾のもつ意義の1つである.
そして、レリーフなどの装飾が土地の意味を図に押し上げるのと同様に、
人の行為や身体経験を及ぼすことを通して、地から図へ意味を押し上げる力線があると考える.
この広義の装飾の再解釈を端緒とし、修士計画を行う.

〈見えないもの〉が積層している場所として、新宿中央公園に着目する。
この敷地において、〈見えないもの〉を次の3つにまとめた.

今なお更新し続け、〈見えないもの〉積み重ねつづける東京において、
本来の拠り所として〈見えな〉くなってしまったものに向き合う必要があると考える.
〈見えないもの〉を回復・更新する設計手法を模索することを本計画の目的とする.

a. 消えたもの b. 隠されているもの

c. 忘れられたもの

十二社の池 十二社の滝

淀橋浄水場神田上水助水堀

熊野神社 六角堂(展望台)

淀橋給水所 雨水貯水槽

かつて在ったが、今は存在がない. 存在するが、視覚的に見えない.

存在し、視覚的にも見えるが、
意味を見出されないもの.

敷地には、北に向かう緩やかな傾斜という微地形が在る.
そして、この微地形がこの土地につくりだした、複数の〈方向〉を発見した.　

東京は、絶え間なく成長してきた過程で、多くの〈見えないもの〉を生み出してきた.
〈土地の記憶〉　〈連続性〉　〈地形〉　〈ライフライン〉

湧水をせき止め
低地の田畑へ農業用水を引いた

新宿地区の成長を支えた池や浄水場は姿を消し、今なお水を供給している給水所も地面の下に隠されている.
〈水を制御〉してきた過去も現在も、その役割が〈見えないもの〉になってしまっている.

神田上水助水堀

田畑
神田川

玉川上水

角筈村

十二社の池

熊野神社西側に流れ出る滝があり、
広重にも描かれた.

尾根をはしる玉川上水から、谷の神
田川へと助水堀がつながれていた.

敷地のもつ高低差を利用できることから、
この立地に決められた.

新宿地区へと生活水を流す拠点と
なっている給水所.
無人運転されている.

公園の下には、雨水貯水槽がある.
災害時の拠点に指定されている.

新宿地区の総鎮守として重要な神社.
室町時代に由緒をもつ.

浄水場を眺める展望台であった.

十二社の滝

神田上水助水堀

江戸の街
玉川上水

熊野神社

甲州街道
沈殿池

浄化池

谷に湧き出る水を堰き止め、
低地に広がる田畑の農業用のため池として利用した.

遠くの江戸の街に水を届けるため、
緩やかな傾斜を利用し尾根に上水を掘った.

尾根をはしる玉川上水から谷の神田川へ助水堀を設け、
周辺に水を供給した.

熊野神社の西側に流れ落ちる滝があり、
江戸の景勝地をつくり出していた.

追分より少し西側に位置する熊野神社には、
甲州街道より人々が参拝に訪れたと考えられる.

敷地にもともとあった4-5mの高低差を、
二つの池の高低差として効率的に利用した.

〈水利〉をはじめとする〈見えないもの〉は、この土地に〈方向〉を与えるものであり、反対に、この〈土地の方向〉が、〈水利〉という機能をこの地に与えたのである.
この〈水利〉と〈土地の方向〉の応答こそが、根源的な価値であるとし、回復させる対象とする.
そこで、それらの応答関係を整理し、5つの軸に抽出した.

〈土地の記憶〉は、その土地の個性として人々の感覚や感性を磨き上げるものであり、
〈地形〉や周辺との〈連続性〉は、その豊かな文化を育む舞台として作用するものである.

人々が価値観を共有している.
↓

共通の意味を見出す.

価値観

自分の行為 身体経験

▶▶▶

表徴

身体

痕跡

レリーフ

▼
▼
▼

地形や歴史の力線を示すこれらの軸を、
現代の人々にとって、自身の行為や身体経験を介して、意識の図として浮かびあがらせるための装置として、

〈5つのランドスケープ〉を計画する.

敷地
新宿中央公園

雨水貯水槽

六角堂

十二社の池

淀橋給水所

十二社の滝
熊野神社

淀橋浄水場 神田川助水堀

水景の装飾  /  5つのランドスケープを巡る〈見えないもの〉の回復と更新の手法

  0. はじめに

2020年度意匠論研究室修士3年 / Ran KARUBE / 軽部　蘭

  1.  背景

  2.  計画

 0-a. 都市と装飾

0-b. 〈装飾〉の再考

2-1. 敷地　-新宿中央公園における〈見えないもの〉

 1-1. 〈見えないもの〉が積層する東京  1-2. 都市と〈見えないもの〉 1-3. 〈見えないもの〉の回復と更新

2-2. 着眼　土地の〈方向〉

0-c. 〈見えるもの〉と〈見えないもの〉

2-3. 手法-5つの〈軸〉の計画

〈見えるもの〉〈見えないもの〉

地 地
図

01/ TRUKUとスカンジナビアの関係

04/ ヴェネチアとコンスタンティノープルの関係

02/ トゥルク礼拝堂壁面のレリーフ (*1) 03/ トゥルク礼拝堂壁面 窓枠の装飾 スケッチ (*2)

05/ サンマルコ聖堂 南側壁面 06/ イストリア(クロアチア)の教会 07/ ヴェネチアのScuola grande di San Marcoと
　　  スプリトのtempio del palazzo di Diocleziano のレリーフ(*3)

【資料】
*1) Erik Bryggman 1891-1955 arkkitehti = arkitekt = architect / Riitta Nikula / 1991
*2) Erik Bryggman Archieve / フィンランド建築博物館
*3) La facciata della Scuola grande di San Marco : osservazioni preliminari / Rhichard Schofield

【参考文献(敷地に関して)】
地図で見る新宿区の移り変わり-淀橋・大久保編 / 東京都新宿教育委員会発行 / 昭和59年3月
新宿風景 / 新宿区立歴史博物館 / 平成21年
柏木・角筈一目屏風の世界 / 新宿区立歴史博物館発行
空中写真に残された昭和の日本-戦災から復興へ / 創元社 /2017

08/ 装飾の思想史の年表 / 装飾についての論考・言及を整理した.

【主要参考文献】
鈴木博之『建築の世紀末』1977年, 晶文社
ノルベルク・シュルツ『実存・空間・建築』1971年, 加藤邦男訳, 鹿島出版会,  1973年
アドルフ・ロース『装飾と罪悪』 伊藤哲夫 訳, 岩波文庫, 1987年
アドルフ・ロース 『ウィーン・プラターのロトンダ展示会場において展示された室内空間について』1898年, 伊藤哲夫　訳, 岩波文庫, 1987年
ベンヤミン 『パサージュ論　第二巻』1982年, 訳今村仁司他, 岩波現代文庫, 2003年
モーリス・メルロ＝ポンティ『見えるものと見えないもの』/ みすず書房/滝浦静雄・木田元 訳/ 1989年9月19日
高村峰生『触れることのモダニティ』以文社, 2017年
陣内秀信『都市を読む・イタリア』法政大学出版局, 1988年
伊藤毅『都市と危機』左右社, 2017年
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池 滝 助水堀 浄水場 給水所 雨水貯水槽 熊野神社 六角堂

消えたもの 隠されているもの 忘れられたもの



計画 05
らせん斜路

0 1 - 石 畳

02 - 手 水 鉢

03 - 遊 具

04 - 水 盤

熊野神社の石畳の計画 .  
/  斜めに重なる石畳に、上向きに足の裏が着地する .
甲州街道を通り , 社域を巡る神輿の道を踏みしめる .

熊野神社の手水鉢の計画 .  /  流れ落ちる水で手を清める .
十二社の滝と共にあったこの神社の参拝の仕方となる .

水盤と天井の計画 .  /  水影が天井に映る .
給水所をひらき日々膨大に消費する水の存在に気づく .

長細く連なる遊具の計画 . / 樋を辿り先へ先へと辿る .
神田川助水堀跡の軸線を身体の動きがなぞる .

平面図  S = 1 / 1 0 0 0

平面図  S = 1 / 5 0 0

断面図  S = 1 / 3 0 0

断面図  S = 1 / 1 2 0 0

平面図  S = 1 / 3 0 0

熊野神社・拝殿

水を落とすために、地面を掘り込む .

送水樋で運ばれた水の集水桝 .
ここから手水鉢に流す .

甲州街道に向かって公園を横切る .

切り込むようにして貯水槽へ下るらせん斜路 .

六角堂に登る階段 .

東村山の浄水場から送られてきた配水の到着地点 .
ここで水を分岐し、手水鉢へと運ぶ .

水を運ぶ樋が、身体を動かすきっかけをつくる .

4 0M×70M の水盤 .
新宿駅からの軸線を受け止める .

水影を映す天井 .
その下には , ギャラリーや小店舗など、

人の集まるきっかけを想定する .

0 2

甲
州
街
道

熊野神社

助水堀跡
十二社の池

十二社の滝

計画 01
石畳

計画 02
手水鉢

計画 03
遊具
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計画 04
水盤

新
玉
川
上
水

淀橋給水所

六角堂
雨水貯水槽

新宿中央公園
 / 全体模型

0 3

0 4

0 5

0 2

0 1

5 つのランドスケープ
 / 配置関係

0 3

0 40 5

0 1

それぞれの計画と
〈見えないもの〉との応答関係

0 5 - ら せ ん 斜 路
雨水貯水槽に下る斜路の計画 .
雨の日にらせん斜路は水溜まりに消えていく .

平面図  S = 1 / 3 0 0
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0 5 - ら せ ん 斜 路

03 - 遊 具

02 - 手 水 鉢

04 - 水 盤

部分断面図  S = 1 / 1 5 0

断面図  S = 1 / 5 0

部分断面図  S = 1 / 1 5 0

部分断面図　S = 1 / 5 0
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